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　子どもたちがそれぞれの夢と希望をもって成長していける社会の実現を目指していくために、
子どもが安心して活動・学習できる環境づくりに取り組む団体の皆さんにお話を伺いました。活
動の内容やその様子、そこに関わる人々の声などを紹介します。

　津市内で活動を展
開している「NPO
法人世界SHIEN子
ども学校のびすく」。
家庭や地域の子育て
を支える環境が大き
く変わり、自分の居

場所をなかなか見つけられない子どもたちが増
えてきている分、「のびすく」では放課後や長
期休暇の時間を使って、学校でも家でもできな
いような体験学習を行っています。たくさんの
人と関われる環境の中で、子どもたちが主体者
となって活動することで、人に認められる経験
や人とつながる経験が「安心して活動ができる
居場所づくり」につながっているのです。
　この活動を立ち上
げた代表の松井強さ
んは、以前、少年野
球の監督をしていた
そうです。その時に、
「本当にこの子たち
は楽しめているのだ
ろうか。ただ大人が
与えている場で活動
をしているだけでは
ないか。」と感じ、
「子どもたちの居場所を大人が一方的に支援し
与えるのではなく、子どもたちが主体的に自分
たちで考えて行動できるように、学校でも家で
もできないような体験の場づくりが地域の力で
できるのでは」と考えたのが、活動のきっかけ
だったそうです。
　「のびすく」では、子どもたちにさまざまな活
動の場を提供します。津まつりでは、レイン

コートを着ながらの「水風船合戦」を遊び体験
として企画しました。他にも県の総合文化セン
ターと博物館の間で花の植え替え作業を行うと
いった活動もしています。そこで、参加してい
た子どもたちは活動を見ていた人たちから「頑
張ってくれてありがとう」と声を掛けられてい
たそうです。松井さんは、「多くの人から褒め言
葉をシャワーのように掛けられることで、活動
する子どもたちの達成感や自己肯定感につな
がったと思います。」
と話していました。
　また、地域にある
児童養護施設「みど
り自由学園」のこと
が、あまり地域の人
に知られていないこ
とを課題と感じてい
た松井さんと、「学園
と地域の間の『見え
ない壁』をなくした
い」と思っていた園長の中野さんの思いが、
「のびすく」と「みどり自由学園」共催の活動
を生み出します。地域で子育てをしている皆さ
んに学園の施設を開放し、学園の子どもと地域
の子どもが一緒になってクリスマツリー作りや
リース作りを行いました。今後は、学園を会場
として、広く一般にも参加を募り、「子どもがつ
くる子ども食堂」の開催も予定しているそうで
す。「子どもたちが自分でメニューを考え、自分
たちで料理し、参加者に食べてもらうという企
画です。多くの子どもたち、地域の人たちに参
加して欲しいと思ってい
ます。」と松井さんは話
してくれました。
　「のびすく」では、他に
も「ママサロン」「ママカ
フェ」を開催し、子育て
している親の日頃の悩み
などをシェアする活動も
行っています。

代表の松井さん

津まつりでの風船合戦！

クリスマスリース・ツリー作り

夏キャンプでのカレー作り


